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【校訓】かしこく なかよく たくましく富小spirits 「努力を楽しみ 向上を喜ぶ」

令和８年7月１３日

前号でお知らせしたとおり、6月は熊本県下の学校で「心の絆を深める月間」でした。また、７月は「命を大切にす
る心」を育む月間、「社会を明るくする運動」推進月間です。
本年度も「心の教育の更なる充実」を重点項目として取り組ん
でいます。右は、各学級の人権目標です。また、一人一首ずつ
人権標語も作成しました。少しだけ紹介します。
【1年】「ゆずりあい おさきにどうぞ うれしいきもち」

「やすみじかん なかよくみんなで あそぼうよ」
【2年】「ともだちと なかよくするために

ふわふわことばをつかって なかよくする」
「やさしいことばをつかって ともだちとなかよくする」

【3年】「ありがとうの 一言で みんなで つながろうよ」
「えがおを 大切に 学び合いながら わらおうよ」

【4年】「きめつけや 差別を減らし みんなが笑い合う
学級にしよう」
「言葉の中に詰まっている 思いが伝わるように
話をしよう」

【5年】「誰にでも公平に 優しい声掛けで 笑顔あふれる
富っ子に！！」
「困っている人がいたら 気づいていないふりをせず
自分から声を掛けて みんな笑顔」
「みんなが 笑顔になるよ ポジティブな声掛けで」

【6年】「違う形 同じじゃないけど 心は同じ 悲しくなったら
分かち合える」
「みんなの個性を 高め合おう」

全員分の人権標語が児童玄関掲示板にに掲示してありま
す。16日の授業参観の折にでも見てみていただくと幸いです。
また、授業参観では、「命を大切にする心を育む」学習プログラム
の授業を参観していただきます。
校内研修では、5年生に道徳の授業を公開していただきました。

学校全体で「心の教育の更なる充実」を支える学習が、「道徳」
「学級活動」「人権学習」であり、その学びを日常生活で、そして
日常生活で感じたり、思ったことを、また「道徳」「学級活動」「人
権学習」に往還させていくことがより深い心の充実に欠かせない
と考えています。5年生では、「泣いた赤鬼」を題材として、「友情」
について、友だちと対話しながら考えを広げ、深めている５年生の
子どもたちの姿がとても印象的でした。

R8年度テーマ
『「～合い」を大切に、自己との対話、他者との対話で自己実現』

７月は「命を大切にする心を育む月間」「社会を明るくする運動推進月間」です。

挨拶について考えたこと

各クラスの人権目標

7月16日の授業参観・学級懇談会の日程

朝、正門の交差点に立っていると、子どもたちの「おは
ようございます」が響いてきます。班によっては、大手門
の曲がり角から私たちの姿が見えると「先に・・・」と大
きな挨拶をしてくれる班もあります。また、挨拶に加え、
「今日も暑いですね」「今日
は水泳があるんですよ」
「給食が楽しみです」
などプラス１の会話をし
てくれる児童もいます。
改めて挨拶が心と心を
通わす大きなツールと
実感する毎日です。

6月25日に予定しておりましたが、大雨の為
順延していました授業参観・学級懇談会を以
下の日程で行います。（以前お知らせしたこ
との再確認です）お世話になります。
〇 １４：１５～１５：００
授業参観「命を大切にする心を育む」学習
〇１５：１５～１６：００
学級懇談会
★8月の閉庁日（土日・祝日を含む）につい
て8月8日（土）～8月１６日（日）となります。
また、8月25日（火）も職員防災研修のため、
学校閉庁とします。この期間の緊急電話窓口
は苓北町教育委員会となります。



ご相談・ご心配ごとがありましたら、
気軽にご相談ください。

〇お子さんの健康に関すること（久永）
〇お子さんの育ちに関すること（久永・小川）
〇学校での友だち関係の心配事（担任・小川・甲田）
〇学校のきまり等に関すること（小川）
〇人権・体罰・ハラスメント等に関すること（甲田・木場）
〇学校の教育活動全般（亀子・甲田）

学校HP
ホームページは、ほぼ
毎日更新しています。子ど
もたちの学校の様子や地
域との連携、先生たちの
頑張りをお伝えしています。
ご家庭での子どもたちと
の団らんの材料に使って
いただければと思っていま
す。是非ご覧ください。

不審者対応避難訓練

TOMIOKA ELEMENTARY SCHOOL in REIHOKU TOWN

本年度から委員会も改編しています

職員の子どもの命を守る研修について

本校では、「危機管理」を大切にしています。7月3日に苓北交番から
2名の方々に来ていただき、不審者対応の訓練の様子もみていただき、
子どもたちに講話をしていただきました。講話の中では、
〇自分から挨拶することは、周りや自分を気持ちよくするだけでなく、
防犯という意味もあることや避難訓練の際に大切なのは「冷静」という
こと、そして不審者は、一目で不審者と分かるような人はまずいないか
らこそ、周りの様子をしっかり観察して、自分の安全を考えることが大
切であるということ、もしもの時は、大声で「助けて！」を出すことが大切ということを話して
くださいました。夏休みも間近です。学校でも、確認しましたし、苓北交番の方のお話にもあり
ましたが、この場で「いかのおすし」について確認したいと思います。

「いか」・・・知らない人についていかない、あぶないところにいかない。
「の」・・・知らない人の車にのらない。知らない人の誘いにのらない。
「お」・・・おおきな声でさけぶ。あぶなかったら、おおきな声を出す。
「す」・・・すぐににげる。コンビニ・学校など人のいるところにすぐににげる。
「し」・・・家族・学校・警察の人にしらせる。どんな人・どっちに逃げた・どん

りのな車かしらせる。

本年度から児童数の減少に伴い、委員会なども再編しています。昨年度までの企画委員会・放送
委員会・環境委員会が統合して運営委員会、図書委員会、給食委員会、そして体育委員会と保健委
員会が統合した健康委員会の４つとなりました。地区児童会もこれまで各地区に分かれての実施で
したが、3つの大きなブロックに分けて実施しています。次年度以降も、学校の規模に応じて、職
員組織も児童会組織も段階的に改編行っていく計画です。

企画委員会 健康委員会 図書委員会 給食委員会

職員の研修の場でも、児童の命を守る
研修を行っています。（左）は救急救命
の研修の様子です。天草広域連合消防署
苓北分署から2名の方に来ていただき、
救急救命法、食物アレルギーなどへの対
処を学びました。不審者対応避難訓練の
後には、訓練の振り返りに加え、刺股の
使い方、不審者との対峙の仕方など詳し
く学びました。ありがとうございました。
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